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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 18,137 － 711 － 730 － 203 －

27年３月期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 28年３月期 187百万円( －％) 27年３月期 －百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年３月期 16.44 － 3.0 6.0 3.9

27年３月期 － － － － －
(参考) 持分法投資損益 28年３月期 －百万円 27年３月期 －百万円
　

(注)１．前連結会計年度は、連結財務諸表を作成していないため、前期の数値及びこれに対する増減率については、
　 記載しておりません。

２．28年３月期の「自己資本当期純利益率」、「総資産経常利益率」は、期末純資産額、期末総資産額をもと
　 に算出しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 12,174 6,707 55.1 512.27

27年３月期 － － － －
(参考) 自己資本 28年３月期 6,707百万円 27年３月期 －百万円
　

（注）前連結会計年度は、連結財務諸表を作成していないため、前期の数値については、記載しておりません。

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年３月期 730 △133 300 2,084

27年３月期 － － － －
　

（注）前連結会計年度は、連結財務諸表を作成していないため、前期の数値については、記載しておりません。

　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年３月期 － 0.00 － 8.50 8.50 97 － －

28年３月期 － 0.00 － 8.50 8.50 97 51.7 1.7

29年３月期(予想) － 0.00 － 8.50 8.50 24.1
　

（注）１．前連結会計年度は、連結財務諸表を作成していないため、27年3月期の「配当性向（連結）」「純資産
配当率（連結）」は、記載しておりません

　 ２．28年3月期の「純資産配当率」は、期末純資産額をもとに算出しております。
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３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,480 － 300 － 311 － 193 － 14.75

通 期 19,692 8.6 723 1.6 742 1.7 461 126.8 35.28

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期 13,094,700株 27年３月期 11,500,000株

② 期末自己株式数 28年３月期 506株 27年３月期 506株

③ 期中平均株式数 28年３月期 12,392,802株 27年３月期 11,499,499株
　

（注）平成27年３月１日付で、普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。これに伴い前会計年度の期首
　 に当該株式分割が行われたと仮定して、「発行済株式数(普通株式)」を算定しております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 18,137 2.9 715 3.3 735 1.4 208 △42.0

27年３月期 17,620 0.8 693 3.1 724 4.0 359 △7.5
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期 16.81 －

27年３月期 31.22 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 12,007 6,782 56.5 517.98

27年３月期 10,936 6,094 55.7 529.96

(参考) 自己資本 28年３月期 6,782百万円 27年３月期 6,094百万円
　

　　

２．平成29年３月期の個別業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,297 6.5 309 △31.4 192 △34.8 14.66

通 期 19,330 6.6 740 0.7 459 120.7 35.10
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※ 監査手続の実施状況に関する表示
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関す
る分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国の経済は、円安の定着に伴う輸出採算の改善等による企業収益の向上や雇用情勢の

改善があったものの、中国経済の減速や国内個人消費に停滞感が拡がるなどやや力強さに欠けるものとなりました。

　貨物自動車運送業界においては、燃料価格の低下による恩恵を受けているものの、人件費の上昇、価格競争の激化

等依然として厳しい状態が続いております。

　このような状況の中、当社グループは新規荷主の開拓や、既存荷主への深耕拡大に努めるとともに、内部管理体制

の一層の充実やコスト削減努力並びに安全対策にも注力してまいりました。

　当連結会計年度の業績につきましては、売上高は181億37百万円、営業利益は７億11百万円、経常利益は７億30百万

円となりました。

　また、当期純利益については、厚生年金基金解散に伴う損失引当金繰入額の特別損失３億70百万円を計上したため、

２億３百万円となりました。

　なお、平成28年１月４日にユートランスシステム株式会社が当社グループの完全子会社になった事に伴い、当連結

会計年度より連結財務諸表を作成したため、前連結会計年度との比較は記載しておりません。

　セグメントの業績は以下の通りです。

　① 運送事業

当事業につきましては、売上高は126億71百万円となり、セグメント利益は11億２百万円となりました。

　② 倉庫事業

当事業につきましては、売上高は32億91百万円となり、セグメント利益は５億41百万円となりました。

　③ 商品販売事業

当事業につきましては、売上高９億79百万円となり、セグメント利益は27百万円となりました。

　④ ウエルフェア事業

当事業につきましては、売上高５億61百万円となり、セグメント利益は４百万円となりました。

　⑤ その他

当事業につきましては、売上高６億33百万円となり、セグメント利益は23百万円となりました。

（次期の見通し）

　平成29年３月期の見通しにつきましては、子会社を獲得したこと並びに新規顧客の開拓等により、売上高は196億92

百万円（前年同期比8.6％増）を見込んでおります。利益につきましては、将来の事業拡大にそなえた人材の採用によ

るコスト増がありますが、一層の効率化と経費削減に努め、営業利益７億23百万円（同1.6％増）、経常利益７億42百

万円（同1.7％増）、当期純利益４億61百万円（同126.8％増）を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末の総資産は121億74百万円となりました。

　流動資産は57億84百万円となり、その主な内訳は現金及び預金22億53百万円、受取手形及び営業未収入金で32億77

で百万円あります。

　固定資産は63億90百万円となり、その主な内訳は有形固定資産52億57百万円、投資その他の資産10億13百万円であ

ります。

（負債）

　当連結会計年度末の負債合計は54億66百万円となりました。

　流動負債は42億38百万円となり、その主な内訳は営業未払金18億69百万円、短期借入金９億80百万円、一年以内返

済予定の長期借入金４億57百万円であります。

　固定負債は12億28百万円となり、その主な内訳は長期借入金４億94百万円、厚生年金解散損失引当金３億84百万円

となりました。

（純資産）

　当連結会計年度末の純資産は67億７百万円となりました。

　その主な内訳は資本金９億27百万円、利益剰余金57億34百万円であります。

　なお、前連結会計年度は、連結財務諸表を作成していない為、前年同期比の表示は記載しておりません。
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②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は，20億84百万円となりました。内訳は営

業活動により得られた資金が７億30百万円、投資活動により使用した資金が１億33百万円、財務活動により得られた

資金が３億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、主に税金等調整前当期純利益３億47百万円、減価償却費２億40百万円、厚生年

金基金解散損失引当金の増加額３億70百万円、売上債権の増加額１億33百万円、法人税等の支払額２億22百万円に

よるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動により使用した資金は、主に有形固定資産の取得による支出63百万円、無形固定資産の取得による支出

　 47百万円、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出24百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は、主に株式の発行による収入５億80百万円によるものです。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率
(％)

44.1 49.2 51.6 55.7 55.1

時価ベースの自己資本比率
(％)

19.9 24.9 27.2 39.3 31.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

(年)
4.8 4.6 4.7 2.6 2.6

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

(倍)
12.4 13.7 16.8 35.7 47.4

自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い

（注）１．平成24年３月期から平成27年３月期の各指標については、連結子会社が存在しないため個別ベースの財務数

　 値により計算しております。

２．キャッシュ・フロー対有利子負債比率を算出するにあたって使用した有利子負債は、連結貸借対照表に計

　 上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。

３．インタレスト・カバレッジ・レシオを算出するにあたって使用した利払いは、連結損益計算書の利息計上

　 額であります。

４．株式時価総額は、期末株価終値×自己株式を除く期末発行済株式数により算出しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主への利益還元を重要課題の一つとして考えておりますが、配当につきましては、株主の皆様

に安定した配当を継続して実施するとともに、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保する

ことを基本方針としております。

内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、経営体質の強化及び将来の設備投資

等の事業展開に活用してまいります。

当社グループは従来より通期の業績を踏まえて年１回の期末配当を実施しております。当期の期末配当は前期と同

額の１株当り８円50銭を予定しており、次期についても同じく１株当り８円50銭を予定しております。
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（４）事業等のリスク

①事業に対する法的規制について

当社グループが展開している事業は、下記の法的規制を受け、事業を展開するにあたり許認可を受けるか又は登録

を行う必要があります。将来、これらの法的規制等が改正された場合、内容によっては当社グループの業績に影響を

及ぼす可能性があります。

(a)主要な事業活動の前提となる事項

当社グループは貨物自動車による運送並びに倉庫保管を主要な事業として行っておりますが、係る事業を行うに

　あたっては法的規制（貨物自動車運送事業法、倉庫業法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律）を受けており、事

　業を開始するにあたっては上記法律に基づいた申請を行い、国土交通大臣の許可又は登録を行う必要があります。

　 なお、産業廃棄物収集運搬事業については、収集運搬を行う区域を管轄する各都道府県知事の許可を得る必要が

　あります。

(b)主要事業許認可及び有効期間

区分 法的規制 監督官庁 規制の主な内容 有効期間

一般貨物自動車運送事業 貨物自動車運送事業法 国土交通省
事業：許可
運賃・料金：届出

無

倉庫事業 倉庫業法 国土交通省
事業：許可
運賃・料金：届出

無

産業廃棄物収集運搬事業
廃棄物の処理及び清掃に関
する法律

環境省 事業：許可 ５年

　 (c)主な取消事由

主要事業 取消事由

一般貨物自動車運送事業
（貨物自動車運送事業法）

同一運輸局内において、貨物自動車運送事業法第33条・34条（許可の取消
し）に違反し、行政処分の違反累積点数が81点以上となった場合等

倉庫事業
（倉庫業法）

倉庫業法第21条（営業の停止及び登録の取消し）に基づく処分又は登録、
許可若しくは許可に付した条件に違反したとき等

産業廃棄物収集運搬事業
（廃棄物の処理及び清掃
　に関する法律）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律において、第14条の３（事業の停止）
及び同第14条の３の２（許可の取り消し）の違反行為をしたとき等

(d)事業の継続に支障を来たす要因の発生の有無

　国土交通省は、貨物自動車運送事業の適正化を図るために、事業者の法令違反に対して点数制度を導入しており

ます。事業者の違反累積点数に応じて、事業者の公表、営業所の全部・一部停止又は営業許可の取消処分が課され

ることになりますが、当社グループの主要な事業において取消事由に相当する事実はありません。

　当社グループは、コンプライアンスを重視し、法令違反等の防止マニュアルを確実に実行するため、平成25年２

月１日付で安全・品質管理部を設置する等、内部管理体制の整備に取り組むことで安全推進体制を一段と強化し、

従業員及び協力会社の「安全意識」の向上を図っております。

　なお、行政処分の違反累積点数が20点超となった場合、違反事業者名が公表されますが、現時点においては当社

グループにその事実はありません。

　しかしながら、将来、何らかの事由による許可の取消があった場合には、当社グループの主要な事業活動に支障

を来たし、業績に影響を及ぼす可能性があります。

(e)競争促進のための規制緩和について

　運送事業への新規参入要件が緩和され、国内貨物輸送量が低迷している状況下で競争が激化しており、当社グル

ープの今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。

(f)環境保護のための規制

　自動車ＮＯｘ／ＰＭ法において、窒素酸化物（ＮＯｘ）及び微粒子状物質（ＰＭ）の排出が少ない車輌の使用が

義務付けられております。

　当該規制は、一定地域内［埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県の一部市町村/大阪府・兵庫県（大阪府・兵庫県の

一部市町村） /愛知県・三重県（愛知県・三重県の一部市町村）］では排出基準に適合していない車輌の登録を行う

ことが出来ません。

　更に東京都では、「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」(平成12年東京都条例第215号)を制定し、原
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則として条例で定める微粒子状物質排出基準を満たさないディーゼル車は都内で運行することが禁止されており、

首都圏３県（埼玉県・千葉県・神奈川県）でも同様の条例が制定されております。また、大阪府でも平成21年１月

１日から自動車ＮＯｘ・ＰＭ法の排ガス基準を満たさないトラック等の流入規制が実施されております。当社グル

ープでは、「大阪府生活環境の保全等に関する条例」（平成６年大阪府条例第６号）を遵守し、適合車輌を使用し

ております。今後、上記法律や条例が改正された場合、車輌の代替費用負担の発生により当社の業績に影響を及ぼ

す可能性があります。

②特定の取引先への依存度について

　日本生命保険相互会社に対する売上高総額の割合は15.1％であります。売上高については、市場価格を勘案して一

般的な取引条件で決定しており、今後も同様の方針であります。また、平成28年３月期末における同社からの借入金

残高は４億63百万円で、借入金残高の総額19億32百万円に占める割合は、24.0％であります。借入に対する利率は、

市場金利を勘案して合理的に決定しており、返済条件についても通常の金融機関と同様に決定しております。そのた

め、何らかの理由により契約関係の見直しが行われた場合は、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

なお、同社は当社株式8.39％を保有する大株主であり、また、決算短信提出日現在において、当社常勤役員８名の内、

同社からの転籍者は３名であります。加えて、出向者としては企画総務部部長兼法務室室長及びその他従業員１名の

計２名が在籍しております。

③外注比率について

　当社グループでは、運送事業部門において、顧客からの要望に応じた全国規模の物流に対応するとともに、景気動

向等による需要の変動に効率的に対応するため、多くの外注（協力会社）を活用しており、運送事業原価に占める外

注比率は、平成28年３月期で84.9％となっております。

　外注業者の選定は慎重に行い、親密で良好な関係を構築しておりますが、需要が集中した場合には必要な業者の確

保や外注単価の上昇等により、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

④燃料費の上昇について

　当社グループが営んでいる運送事業については、エコドライブの推進及び経費削減に努めております。燃料は安定

的な適正価格で供給を受けておりますが、原油価格の高騰等により軽油価格が大幅に上昇した場合には、当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤固定資産の評価について

　平成28年３月31日現在で保有する土地について、路線価により計算された土地の評価額と簿価を比較した場合、時

価が50％超下落した土地が一部ありますが、当該減損の兆候ありと認識している土地について将来キャッシュ・フロ

ーを計算した結果、減損処理をする必要はありませんでした。

　しかしながら、今後、当社グループの事業運営方針の変更により、土地等の売却をした場合には、当社グループの

財政状態及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑥事故による影響について

　当社グループはトラックを利用した運送事業を営んでおりますが、「安全」と「安心」を基本方針として、デジタ

ルタコグラフの搭載、運輸安全マネジメントへの取組み等により事故撲滅に努めており、各種の保険にも加入してお

ります。

　しかしながら、重大事故が発生した場合には、顧客からの信用低下や行政処分による営業活動の停滞等を招く可能

性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑦厚生年金基金の特例解散について

　当社グループが加入する「大阪府貨物運送厚生年金基金」(総合型)は、運用環境の変化や加入員の減少及び年金受

給者の増加等もあり基金財政が悪化していることにより、今後の基金の円滑な運営は困難な状況であるとの判断をし

たため、平成28年３月22日開催の代議員会において解散の決議をいたしました。

　これに伴い、厚生年金基金解散損失引当金３億84百万円を計上しております。

　⑧経営基盤の強化について

　(a)設備投資に係る借入金について

　 当社グループは、事業に使用される倉庫及び物流センターの設備資金について、その必要資金の一部を金融機関か

　らの借入金で賄っております。

　 平成28年３月期末における借入金残高は、19億32百万円であり、負債及び純資産合計に対する借入金残高の割合は

　15.9％となっております。借入金については、今後の金利動向により当社グループの業績に影響を与える可能性があ
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　ります。

　(b)事業の見直しに伴うリスクについて

　 当社グループの主力事業は、運送事業及び倉庫事業でありますが、競争激化に加え、少子高齢化とデフレ傾向の中

　で、現在の国内貨物総輸送量の逓増を予測することは困難な状況であります。

　 従いまして、主力事業である運送事業及び倉庫事業に注力する一方で、物流加工サービス、福祉用具のレンタル及

　びＩＴ関連といった物流周辺事業にも経営資源を配分することにより、事業構造の強化を目指しております。

　 なお、既存事業の構造変革の過程において、結果として不採算事業が発生した場合、もしくは新規事業の展開にお

　いて当初の見込とは異なる状況が発生した場合には、一時的に当社グループの業績に影響を与える可能性がありま

す。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。

２．企業集団の状況

　当社グループの企業集団は、「当社」及び「完全子会社１社」で構成され、物流事業（運送事業、倉庫事業）を主体

に、物流事業から派生したコンピュータのカストマイズ、産業廃棄物収集運搬業並びに大型ビル内のビジネスサポート

センター、福祉用具レンタル、ＰＣデータのイレース等を行っております。

　事業の系統図及び概要は次の通りであり、当社グループから協力会社への矢印は業務の発注を示し、当社グループか

ら顧客への矢印は役務の提供を行っていることを示しております。
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３．経営方針

（１）当社グループの経営の基本方針

当社グループは、「安全」と「安心」を大切にして物流事業を通じて社会に貢献することを経営の基本方針とし、

以下の経営理念（３つの使命）に基づき活動しております。

①商品・サービスの使命

顧客・荷主の満足する物流サービスを提供し、信頼の向上に努めます。

②社会的使命

良き企業市民として社会のルールを守り、地域に貢献、環境保全に取り組みます。

③経済的使命

社会、株主、社員の繁栄を図るため、常に経営基盤の強化・安定を図ってまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループは変化の激しい経営環境に対応する強固な経営体制の構築を目指し、早期に売上高200億円体制を築

くことを目標としております。

　そのため、より強靭な財務基盤の充実を図るため着実な自己資本比率の向上を目指してまいります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

「業容の拡大」と「品質の向上」を中長期的な重要経営目標と考えております。

　そのため、同業他社との業務提携（JLNA）や人材採用を積極的に推進しております。

とりわけ成長領域（オフィス移転サービス、首都圏、３PL事業、介護事業等）には人材シフトやM＆Aも含め積極的

な取組を進めていく所存であります。

（４）会社の対処すべき課題

国内経済の景気低迷の中で激しい企業間競争が行われておりますが、物流業界においても激しい競争状況が続く

一方で、諸制度や関係法改正が進むことで企業倫理や環境・安全問題への対応等に果たすべき役割や責任が大きく

なっております。

　当社グループとしては、創業70年を機に安全・安心を原点とする企業理念を一層鮮明化にするため、Make the

next quality（未来品質の創造）をキャッチフレーズとした全社的品質向上施策を一段と強力に推進しております。

　また、コンプライアンスや人権、さらには環境問題にも社会の一員として責任ある対応をしていく所存でありま

す。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは日本国内における物流事業を中心にした業務を営んでいることから、当面は日本基準を採用する

こととしております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,253,962

受取手形 377,567

営業未収入金 2,900,131

商品 5,578

貯蔵品 6,000

前払費用 146,977

未収入金 14,145

繰延税金資産 81,042

その他 2,556

貸倒引当金 △3,518

流動資産合計 5,784,444

固定資産

有形固定資産

建物 6,207,978

減価償却累計額 △4,032,568

建物（純額） 2,175,409

構築物 615,562

減価償却累計額 △505,807

構築物（純額） 109,755

機械及び装置 198,900

減価償却累計額 △177,881

機械及び装置（純額） 21,019

車両運搬具 461,121

減価償却累計額 △378,360

車両運搬具（純額） 82,760

工具、器具及び備品 223,795

減価償却累計額 △175,301

工具、器具及び備品（純額） 48,493

土地 2,812,047

建設仮勘定 7,694

有形固定資産合計 5,257,181

無形固定資産

借地権 21,066

ソフトウエア 82,403

その他 15,395

無形固定資産合計 118,866

投資その他の資産

投資有価証券 120,274

出資金 11,300

破産更生債権等 57,697

長期前払費用 47,446

繰延税金資産 150,294

差入保証金 642,870

退職給付に係る資産 7,103

その他 36,573

貸倒引当金 △59,580
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投資その他の資産合計 1,013,979

固定資産合計 6,390,027

資産合計 12,174,471

負債の部

流動負債

営業未払金 1,869,926

短期借入金 980,000

1年内返済予定の長期借入金 457,674

未払金 165,273

未払費用 81,185

未払法人税等 173,015

未払消費税等 81,183

前受金 84,617

預り金 170,268

賞与引当金 175,127

流動負債合計 4,238,272

固定負債

長期借入金 494,763

役員退職慰労引当金 130,670

繰延税金負債 23,922

長期預り金 68,283

資産除去債務 83,412

厚生年金基金解散損失引当金 384,472

退職給付に係る負債 42,913

固定負債合計 1,228,437

負債合計 5,466,709

純資産の部

株主資本

資本金 927,016

資本剰余金 95,950

利益剰余金 5,734,821

自己株式 △116

株主資本合計 6,757,671

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,332

退職給付に係る調整累計額 △70,242

その他の包括利益累計額合計 △49,909

非支配株主持分 -

純資産合計 6,707,761

負債純資産合計 12,174,471
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 18,137,278

売上原価 14,871,453

売上総利益 3,265,824

販売費及び一般管理費 2,554,411

営業利益 711,413

営業外収益

受取利息 105

受取配当金 4,488

受取賃貸料 33,914

その他 21,912

営業外収益合計 60,421

営業外費用

支払利息 15,422

賃貸費用 9,029

株式交付費 12,907

その他 3,904

営業外費用合計 41,264

経常利益 730,570

特別利益

投資有価証券売却益 6,596

特別利益合計 6,596

特別損失

固定資産除却損 8,686

減損損失 9,342

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 370,791

投資有価証券売却損 477

特別損失合計 389,297

税金等調整前当期純利益 347,870

法人税、住民税及び事業税 271,492

法人税等調整額 △127,352

法人税等合計 144,139

当期純利益 203,730

非支配株主に帰属する当期純利益 -

親会社株主に帰属する当期純利益 203,730

決算短信（宝印刷） 2016年05月11日 18時01分 13ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



（株）ヒガシトゥエンティワン(9029) 平成28年３月期 決算短信

― 11 ―

連結包括利益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 203,730

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,063

その他の包括利益合計 △16,063

包括利益 187,667

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 187,667

非支配株主に係る包括利益 －
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（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

退職給付に

係る調整累

計額

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 333,150 95,950 5,628,835 △116 6,057,819 36,396 ― 36,396 ― 6,094,215

当期変動額

新株の発行 593,866 593,866 593,866

剰余金の配当 △97,745 △97,745 △97,745

親会社株主に帰属す

る当期純利益
203,730 203,730 203,730

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― △16,063 △70,242 △86,305 ― △86,305

当期変動額合計 593,866 ― 105,985 ― 699,851 △16,063 △70,242 △86,305 ― 613,546

当期末残高 927,016 95,950 5,734,821 △116 6,757,671 20,332 △70,242 △49,909 ― 6,707,761
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 347,870

減価償却費 240,165

減損損失 9,342

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,711

受取利息及び受取配当金 △4,594

支払利息 15,422

固定資産除却損 8,686

売上債権の増減額（△は増加） △133,016

たな卸資産の増減額（△は増加） 725

仕入債務の増減額（△は減少） 144,713

未払消費税等の増減額（△は減少） △71,585

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,575

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20,490

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

370,791

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10,125

その他 14,222

小計 964,395

利息及び配当金の受取額 4,594

利息の支払額 △15,374

法人税等の支払額 △222,746

営業活動によるキャッシュ・フロー 730,869

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2,263

投資有価証券の売却による収入 21,699

有形固定資産の取得による支出 △63,423

有形固定資産の売却による収入 3,249

無形固定資産の取得による支出 △47,478

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△24,659

その他 △20,287

投資活動によるキャッシュ・フロー △133,162

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △270,000

長期借入れによる収入 400,000

長期借入金の返済による支出 △313,096

株式の発行による収入 580,958

配当金の支払額 △97,758

財務活動によるキャッシュ・フロー 300,104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 897,810

現金及び現金同等物の期首残高 1,186,289

現金及び現金同等物の期末残高 2,084,099
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

　 (1)連結子会社数及び主要な連結子会社の名称

　 ①連結の範囲に関する事項

　 連結子会社の数 １社

　 連結子会社の名称 ユートランスシステム株式会社

　 平成28年１月４日付けで当社の完全子会社になったため、当連結会計年度から連結子会社としております。

　 なお、平成27年12月31日をみなし取得日としており、当連結会計年度は貸借対照表のみを連結しております。

　 ②連結子会社の事業年度に関する事項

　 連結子会社のユートランスシステム株式会社の決算日は12月31日であり、連結子会社の決算日現在の財務諸表

　 を使用しております。

　 なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

　

　 (2)会計処理に関する事項

　 ①有価証券の評価基準及び評価方法

　 その他有価証券

　 時価のあるもの 決算日の市場価格に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

　 価は移動平均法により算定）

　 時価のないもの 移動平均法による原価法

　 ②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　 通常の販売目的で保有するたな卸資産

　 評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。

　 商品 総平均法

　 貯蔵品 最終仕入原価法

　 ③固定資産の減価償却の方法

　 有形固定資産 定率法

　 ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備除く）については、定額法を

　 採用しております。

　 無形固定資産 定額法

　 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に

　 基づく定額法を採用しております。

　 ④引当金の計上基準

　 貸倒引当金 売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

　 債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお

　 ります。

　 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しておりま

　 す。

　 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えて、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上し

　 ております。

　 厚生年金基金解散損 厚生年金基金解散に伴い発生が見込まれる損失に備えて、合理的な見積額を計上してお

　 失引当金 ります。

　 ⑤その他連結財務諸表の作成のための基本となる重要な事項

　 消費税等の会計処理 税抜方式によっております。

　 退職給付に係る会計 退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見
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処理の方法 込額に基づき、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。ただ

し、年金資産の額が退職給付債務を超える場合には、退職給付に係る資産として計上し

ております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度ま

での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

過去勤務費用については、その発生した連結会計年度で一括費用処理しております。

数理計算上の差異については、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により、それぞれ発生の翌連結会

計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の

包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

　(3)会計方針の変更

　 企業結合に関する会計基準の適用

　 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

　 う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

　 いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

　 基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動によ

　 る差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に

　 変更しております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定に

　 よる取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更してお

　 ります。

　 加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

　 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び事業

　 分離会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわたっ

　 て適用しております。

　 なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。また、一株当たりの情報に与

　 える影響は、軽微であります。

　

(企業結合等関係)

取得による企業結合

　(1)企業結合の概要

　 ①被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 ユートランスシステム株式会社

　 事業の内容 貨物自動車運送事業等

　 ②企業結合を行った理由

　 ユートランスシステム株式会社は、金融機関向けＡＴＭ機器の輸送・設置を中心として運送事業等を展開して

　 います。当該会社の取得は、ユートランスシステム株式会社がＡＴＭ機器の輸送・設置を通じ培ってきたノウ

ハウを吸収・融合することで、新たな分野での事業展開が可能となると判断いたしました。

　 ③企業結合日

　 平成２８年１月４日

　 ④企業結合の法的形式

　 現金を対価とする株式取得

　 ⑤結合後企業の名称

　 変更ありません。

　 ⑥取得した議決権比率

　 100%

　 ⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　 現金を対価とする株式取得により、ユートランスシステム株式会社の発行済み株式の全部を取得したことによ
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　 ります。

　 (2)連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間

　 平成27年12月31日をみなし取得日としており、被取得企業の決算日である12月31日現在の財務諸表を使用してい

　 るため、当連結会計年度に被取得企業の業績は含まれておりません。

　 (3)被取得企業の取得原価及びその内訳

　 被取得企業の取得の対価は、230,048千円(現金)であります。

　 (4)主要な取得関連費用の内訳及び金額

　 当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響額が軽微であるため、記載を省略しております。

　 (5)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　 ①のれんの発生金額 4,532千円

　 ②発生原因

　 取得原価が、被取得企業から受け入れた資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったためです。

　 ③のれんの償却方法及び償却期間

　 のれんの償却については、金額に重要性がないため一括償却しております。

　

　 (6)企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその内訳

　 流動資産 274,094千円

　 固定資産 150,342千円

資産合計 424,436千円

流動負債 74,477千円

　 固定負債 124,443千円

負債合計 198,920千円

(7)企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影

　 響の概算額及びその算定方法

　 概算額の算定が困難であるため、影響額の記載はしておりません。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループは、物流事業者としてトラック輸送サービス等の運送事業、保管サービス等の倉庫事業を主体とした

物流事業と、商品販売、福祉用具に関する販売・レンタル及びその他の事業について事業活動を展開しており、事業

別に分離された経営情報に基づき、取締役会にて業績の把握並びに経営資源の配分について、定期的に検討を行って

おります。

　従いまして、当社グループは「運送事業」、「倉庫事業」、「商品販売事業」及び「ウエルフェア事業」を報告セ

グメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

ける記載と概ね同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業

商品販売
事業

ウエルフェ
ア事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 12,671,033 3,291,604 979,581 561,166 17,503,384 633,892 18,137,278

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 12,671,033 3,291,604 979,581 561,166 17,503,384 633,894 18,137,278

セグメント利益 1,102,874 541,301 27,712 4,918 1,676,806 23,277 1,700,084

セグメント資産 2,907,768 4,382,950 244,742 70,110 7,605,572 112,036 7,717,609

その他の項目

　減価償却費 49,098 116,801 1,526 3,235 170,662 20,768 191,431

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

153,506 17,168 ― 360 171,035 360 171,395

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

売上高 当連結会計年度

報告セグメント計 17,503,384

「その他」の区分の売上高 633,892

連結財務諸表の売上高 18,137,278

(単位：千円)

利益 当連結会計年度

報告セグメント計 1,676,806

「その他」の区分の利益 23,277

全社費用(注) △988,670

連結財務諸表の営業利益 711,413

(注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

決算短信（宝印刷） 2016年05月11日 18時01分 20ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



（株）ヒガシトゥエンティワン(9029) 平成28年３月期 決算短信

― 18 ―

(単位：千円)

資産 当連結会計年度

報告セグメント計 7,605,572

「その他」の区分の資産 112,036

全社資産(注) 4,456,862

連結財務諸表の資産合計 12,174,471

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門の資産であります。
(単位：千円)

その他の項目
報告セグメント計 その他 調整額(注)

連結財務諸表
計上額

当連結
会計年度

当連結
会計年度

当連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 170,662 20,768 46,659 238,090

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

171,035 360 64,230 235,626

(注) 調整額は、本社管理部門の資産に係るものであります。

(１株当たり情報)

連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 512円27銭

１株当たり当期純利益金額 16円44銭

(注)１. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
連結会計年度

(平成28年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 6,707,761

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 6,707,761

普通株式の発行済株式数(株) 13,094,700

普通株式の自己株式(株) 506

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

13,094,194

　

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当期純利益(千円) 203,730

親会社に帰属する当期純利益(千円) 203,730

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 203,730

普通株式の期中平均株式数(株) 12,392,802

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,338,889 2,031,311

受取手形 360,758 377,567

営業未収入金 2,737,112 2,853,955

商品 4,615 5,093

貯蔵品 7,204 6,000

前払費用 140,051 143,280

未収入金 10,846 12,998

繰延税金資産 77,412 81,042

その他 3,769 2,345

貸倒引当金 △3,108 △3,244

流動資産合計 4,677,551 5,510,350

固定資産

有形固定資産

建物 6,180,810 6,184,613

減価償却累計額 △3,884,436 △4,010,438

建物（純額） 2,296,373 2,174,174

構築物 615,318 615,562

減価償却累計額 △487,206 △505,807

構築物（純額） 128,112 109,755

機械及び装置 204,825 195,277

減価償却累計額 △183,475 △174,403

機械及び装置（純額） 21,350 20,874

車両運搬具 386,286 397,524

減価償却累計額 △301,263 △324,012

車両運搬具（純額） 85,022 73,511

工具、器具及び備品 212,801 218,926

減価償却累計額 △159,091 △171,389

工具、器具及び備品（純額） 53,710 47,537

土地 2,713,547 2,713,547

建設仮勘定 3,138 7,694

有形固定資産合計 5,301,255 5,147,095

無形固定資産

借地権 21,066 21,066

ソフトウエア 63,336 82,403

その他 15,409 15,395

無形固定資産合計 99,811 118,866

投資その他の資産

投資有価証券 142,992 109,226

関係会社株式 - 230,048

出資金 10,755 10,755

従業員に対する長期貸付金 425 ‐

破産更生債権等 57,810 56,688

長期前払費用 12,641 46,662

繰延税金資産 - 118,883
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

差入保証金 605,702 622,908

前払年金費用 48,616 58,739

その他 34,787 35,758

貸倒引当金 △55,995 △58,571

投資その他の資産合計 857,736 1,231,099

固定資産合計 6,258,803 6,497,061

資産合計 10,936,354 12,007,411

負債の部

流動負債

営業未払金 1,703,839 1,842,318

短期借入金 1,240,000 970,000

1年内返済予定の長期借入金 308,096 441,678

未払金 109,580 155,251

未払費用 79,438 81,185

未払法人税等 115,669 172,661

未払消費税等 147,228 75,642

前受金 81,648 84,617

預り金 49,025 165,311

賞与引当金 166,552 175,127

流動負債合計 4,001,079 4,163,795

固定負債

長期借入金 494,601 447,923

役員退職慰労引当金 70,180 90,670

繰延税金負債 9,225 ‐

長期預り金 179,643 68,283

資産除去債務 87,409 83,412

厚生年金基金解散損失引当金 － 370,791

固定負債合計 841,059 1,061,080

負債合計 4,842,138 5,224,875

純資産の部

株主資本

資本金 333,150 927,016

資本剰余金

資本準備金 95,950 95,950

資本剰余金合計 95,950 95,950

利益剰余金

利益準備金 66,400 66,400

その他利益剰余金

圧縮積立金 79,500 77,914

別途積立金 4,920,000 5,220,000

繰越利益剰余金 562,934 375,038

利益剰余金合計 5,628,835 5,739,353

自己株式 △116 △116

株主資本合計 6,057,819 6,762,203

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 36,396 20,332

評価・換算差額等合計 36,396 20,332

純資産合計 6,094,215 6,782,536

負債純資産合計 10,936,354 12,007,411
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高

運送収入 12,449,979 12,671,033

倉庫収入 3,127,367 3,291,604

商品売上高 906,364 979,581

ウエルフェア収入 483,070 561,166

その他の収入 654,081 633,892

売上高合計 17,620,863 18,137,278

売上原価

運送原価 10,493,197 10,476,236

倉庫原価 2,294,419 2,449,414

商品売上原価 868,532 926,420

ウエルフェア原価 404,906 463,779

その他の原価 567,619 555,603

売上原価合計 14,628,674 14,871,453

売上総利益 2,992,188 3,265,824

販売費及び一般管理費 2,298,789 2,549,878

営業利益 693,398 715,945

営業外収益

受取利息 144 105

受取配当金 4,572 4,488

受取賃貸料 37,332 33,914

その他 24,187 21,912

営業外収益合計 66,237 60,421

営業外費用

支払利息 21,772 15,422

賃貸費用 11,095 9,029

株式交付費 － 12,907

その他 2,109 3,904

営業外費用合計 34,977 41,264

経常利益 724,657 735,102

特別利益

投資有価証券売却益 - 6,596

特別利益合計 - 6,596

特別損失

投資有価証券評価損 188 －

投資有価証券売却損 － 477

固定資産除却損 1,501 8,686

会員権評価損 454 －

減損損失 83,332 9,342

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 － 370,791

特別損失合計 85,477 389,297

税引前当期純利益 639,179 352,402

法人税、住民税及び事業税 245,418 271,492

法人税等調整額 34,760 △127,352

法人税等合計 280,179 144,139

当期純利益 359,000 208,263
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売上原価明細書

運送原価

前事業年度 当事業年度
（自 平成26年４月１日 （自 平成27年４月１日

　 至 平成27年３月31日） 　 至 平成28年３月31日）

区分
注記

金額（千円）
構成比

金額（千円）
構成比

番号 （％） （％）

Ⅰ 人件費 1,134,562 10.8 1,181,327 11.3

Ⅱ 外注費 8,930,299 85.1 8,893,484 84.9

Ⅲ 経費 428,336 4.1 401,424 3.8

合計 10,493,197 100.0 10,476,236 100.0

倉庫原価

前事業年度 当事業年度
（自 平成26年４月１日 （自 平成27年４月１日

　 至 平成27年３月31日） 　 至 平成28年３月31日）

区分
注記

金額（千円）
構成比

金額（千円）
構成比

番号 （％） （％）

Ⅰ 人件費 466,304 20.3 527,232 21.5

Ⅱ 外注費 558,724 24.4 636,996 26.0

Ⅲ 経費 1,269,390 55.3 1,285,186 52.5

合計 2,294,419 100.0 2,449,414 100.0

商品売上原価

前事業年度 当事業年度
（自 平成26年４月１日 （自 平成27年４月１日

　 至 平成27年３月31日） 　 至 平成28年３月31日）

区分
注記

金額（千円）
構成比

金額（千円）
構成比

番号 （％） （％）

Ⅰ 期首商品たな卸高 12,031 1.4 4,479 0.5

Ⅱ 当期商品仕入高 860,980 98.6 926,615 99.5

合計 873,012 100.0 931,095 100.0

Ⅲ 期末商品たな卸高 4,479 4,675

差引 868,532 926,420

ウエルフェア原価

前事業年度 当事業年度
（自 平成26年４月１日 （自 平成27年４月１日

　 至 平成27年３月31日） 　 至 平成28年３月31日）

区分
注記

金額（千円）
構成比

金額（千円）
構成比

番号 （％） （％）

Ⅰ 人件費 89,965 22.2 107,176 23.1

Ⅱ 外注費 72,539 17.9 75,810 16.4

Ⅲ 経費 242,401 59.9 280,792 60.5

合計 404,906 100.0 463,779 100.0
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その他の原価

前事業年度 当事業年度
（自 平成26年４月１日 （自 平成27年４月１日

　 至 平成27年３月31日） 　 至 平成28年３月31日）

区分
注記

金額（千円）
構成比

金額（千円）
構成比

番号 （％） （％）

Ⅰ 人件費 34,274 6.0 30,373 5.5

Ⅱ 外注費 278,482 49.1 260,369 46.9

Ⅲ 経費 254,861 44.9 264,860 47.6

合計 567,619 100.0 555,603 100.0
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

圧縮積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 333,150 95,950 95,950 66,400 78,482 4,620,000 507,006

会計方針の変更によ

る累積的影響額
95,692

会計方針の変更を反映

した当期首残高
333,150 95,950 95,950 66,400 78,482 4,620,000 602,699

当期変動額

新株の発行 － － －

税率変更に伴う圧縮

積立金の増加
3,952 △3,952

圧縮積立金の取崩 △2,933 2,933

別途積立金の積立 300,000 △300,000

剰余金の配当 △97,746

当期純利益 359,000

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － 1,018 300,000 △39,764

当期末残高 333,150 95,950 95,950 66,400 79,500 4,920,000 562,934

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計利益剰余金
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計利益剰余金合計

当期首残高 5,271,889 △91 5,700,897 17,948 17,948 5,718,846

会計方針の変更によ

る累積的影響額
95,692 95,692 95,692

会計方針の変更を反映

した当期首残高
5,367,581 △91 5,796,590 17,948 17,948 5,814,538

当期変動額

新株の発行 － －

税率変更に伴う圧縮

積立金の増加
－ － －

圧縮積立金の取崩 － － －

別途積立金の積立 － － －

剰余金の配当 △97,746 △97,746 △97,746

当期純利益 359,000 359,000 359,000

自己株式の取得 △25 △25 △25

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

18,447 18,447 18,447

当期変動額合計 261,254 △25 261,229 18,447 18,447 279,676

当期末残高 5,628,835 △116 6,057,819 36,396 36,396 6,094,215
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当事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

圧縮積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 333,150 95,950 95,950 66,400 79,500 4,920,000 562,934

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
333,150 95,950 95,950 66,400 79,500 4,920,000 562,934

当期変動額

新株の発行 593,866 － －

税率変更に伴う圧縮

積立金の増加
1,465 △1,465

圧縮積立金の取崩 △3,051 3,051

別途積立金の積立 300,000 △300,000

剰余金の配当 △97,745

当期純利益 208,263

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 593,866 － － － △1,586 300,000 △187,896

当期末残高 927,016 95,950 95,950 66,400 77,914 5,220,000 375,038

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計利益剰余金
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計利益剰余金合計

当期首残高 5,628,835 △116 6,057,819 36,396 36,396 6,094,215

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
5,628,835 △116 6,057,819 36,396 36,396 6,094,215

当期変動額

新株の発行 593,866 593,866

税率変更に伴う圧縮

積立金の増加
－ － －

圧縮積立金の取崩 － － －

別途積立金の積立 － － －

剰余金の配当 △97,745 △97,745 △97,745

当期純利益 208,263 208,263 208,263

自己株式の取得 － － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△16,063 △16,063 △16,063

当期変動額合計 110,517 － 704,383 △16,063 △16,063 688,320

当期末残高 5,739,353 △116 6,762,203 20,332 20,332 6,782,536
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

(表示方法の変更)

（損益計算書関係）

　ウエルフェア収入及びウエルフェア原価の表示方法は、従来、損益計算書上、運送収入（前事業年度6,589千円）、

商品売上高（前事業年度15,341千円）、その他収入（前事業年度461,139千円）、運送原価（前事業年度4,137千

円）、商品売上原価（前事業年度10,045千円）、その他原価（前事業年度390,723千円）に含めて表示しておりまし

たが、ウエルフェア事業を重要なサービスと位置づけたことに伴い、当事業年度より、ウエルフェア収入（561,166

千円）及びウエルフェア原価（463,779千円）として表示しております。
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７．その他

（１）役員の異動

　

　① 代表者の異動

　 該当事項はありません。

　② その他の役員の異動(平成28年６月21日付予定)

　 １．新任取締役候補

　 取締役 江上 雅彦(現 京都大学大学院経済研究科教授)

　 (注)新任取締役候補者 江上 雅彦氏は、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じる恐れの

　 ない独立役員候補です。

　 ２．退任取締役

　 西村 元伸(現 取締役常務執行役員)

　 木下 健一(現 取締役常務執行役員)

　 中橋 俊和(現 取締役)

　(注)西村 元伸、木下 健一は、常務執行役員は継続予定であります。
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